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今年は年が明けてからというもの、いろ

んなことが起こる。なんだかんだと大変だ

けど、なんとか無事に過ごしている私にと

って、身近な問題は杉花粉の爆発的浮遊

状態である。知人の中には、下を向いてい

ると●ミズ（一部お見苦しい点があり伏せ

字にいたしました）が垂れてくるので、上

を向いてキーボードを叩いているという人

まで現れる状態である。

そんななかで、杉花粉の数に劣らず（？）

プロバイダーの数もどんどん増えてきてい

る。う～む、こんなペースで「プロバイダ

ー探検隊」を続けていたら、なかには紹介

しようと思ってたら無くなってしまった、と

いうところも出て来かねないんではないか

……なんてことを考えていたら、よくでき

たもので本誌も月刊化である。メデタイ！

が、締切が2倍になってしまう……つ、辛

い。しかし、読者の皆様には前にもまして

最新の情報をお届けすることができると思

うと、使命感に燃える私である（う～ん？）。

というわけで、「今度こそはBEKKOAME？」

と期待してた全国3000万人の甘党（はっ

きりいって根拠はない）の皆さん！　かな

り時間がたってしまったが、BEKKOAME

のちょっと探検記だ。

リキ入ってるぞ、BEKKOAME
のパンフ

まずは例によって雑誌の広告で電話番号

をさがし出して、電話でパンフレットを申

し込もう。すでにどこかのプロバイダーと

契約してたり、インターネット接続してい

るパソ通を使える人は「info@bekkoame.

or.jp」というアドレスにメールするという

手もある。

これでしばらく……たぶん1週間くらい

……待っていると（とはいっても、私の場

合セッカチという性格上の問題もあって、

もっと待たされた気がする）、大型封筒に

入ったA4のパンフレット（といってもコピー

だが）が送られてくる。中には「BEKKO

AME/INTERNETサービスのご案内」と

いう12ページ仕立てのサービス案内と某PC

雑 誌 に掲載された B E K K O A M E

/INTERNETの代表者尾崎氏のインタビュ

ー記事のコピー（なんかアメリカの会社の
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【プロバイダー探検隊】 隊長兼隊員●村野幸夫

花粉症にもめげず、いよいよBEKKOAME探検だ。

第3回
BEKKOAME編

info@bekkoame.or.jp：BEKKOAMEの問い合わせ電子メー
ルのアドレス。
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プレスキットみたい）、申し込み書と返信用

封筒（なんて親切！）が入っていた。

さて、12ページの業務案内だが、これが

なかなかよくできている。各サービスや用

語についても、ちゃんと図解入りで説明さ

れているから、パンフレットを取り寄せた

初心者には参考になること間違いなし、と

タイコバンしておこう。

最初のページはサービス紹介だから後で

読むとして、「サービスのご案内」のところ

を読んでみると、会員の種別として「パソ

コン通信接続」「UUCP接続」「ダイヤルア

ップIP接続」「専用線IP接続」の4つのメ

ニューが用意されている。まず「パソコン

通信接続」というのは……と書いて気がつ

いたんだが、今月号は「プロバイダー特集」

だったのではないか？　とすれば、別のペ

ージにインターネットへの接続の種類とか

説明が書いてあるはずだから……う～ん、

ま、ここは簡単にすませてもいいワケね？

というわけで、目を引くところをチェッ

クしていこう。

パンフレットによれば、同社は「インタ

ーネットワーク研究組織から発足した」プ

ロバイダーであり、「10年間に渡る研究活

動の中で培った、管理・運営の技術ノウハ

ウや、トラブル対応力、ネットワーク・シ

ステム構築の実績」があるとのこと。ふむ

ふむ、なかなかタノモしいんではないかい？

でもって「長い期間の運営上で蓄積された、

効果的な運用に関しても、その経験を反映

させた付帯サービスをご提供しております」

ということで（なんか日本語がヘンだけど）

「ユーザに対して無料で公開しているインタ

ーネットBBSを用意し＜中略＞ご利用いた

だいています」となっている。

ふ～む、これは前回取り上げたRIMNET

と同じだな。最近のプロバイダーのカスタ

マーサポートというのは、この手の合理化

策というか、こういう形でやるのが流行な

んだろうか？　確かに、価格で勝負という

ことになると、人員削減というか重点配備

みたいなことが大事だから、納得できる方

向ではあるけど……ま、実際にどう効果的

に使われてるか、見てみないと……後でチ

ェックしてみよう。

さらに「弊社ブランチ内において、24時

間のネットワークの有人監視など、通信事

業者としてクオリティの高いサービス」を

常に追求している、とのこと。って、つま

り滅多なことじゃマシンは落ちない……と

いうのを保証しているわけじゃなくて、落

ちたらちゃんと速く立ちあげますというこ

となんだろうな。しかし、考えてみると1日

24時間、ネットワークの監視をやってる人

がいる、というのは何だか不思議な感じだ

な～。

BEKKOAME/INTERNETがこのほかに

提供しているサービスとしては、パーソナ

ルMOSAIC登録サービス（これは無料で自

分の作ったHTMLファイルをサーバーに置

いてくれるものらしい）や、WWWサーバ

ー構築サービス、パーソナルBBS開局サー

ビス、ネットワーク構築コンサルティング

などがあげられている。

ふ～む、なかなかいいんじゃない？　特

にパーソナルMOSAIC登録サービスが無料

っていうことは、自分で適当に作った

HTMLファイルをタダで世界中に見てもら

える（っつーとオーバーだけど嘘ではない）

わけで、これまでは「ダイアルアップなん

かやってても、自分のページ持てないから

な～。やっぱ専用線引いて自分でサーバー

持たないとインターネットの世界じゃ一人

前じゃないってことかな？」なんて考えて

たけど、グーじゃないっすか？　今のとこ

ろ、自分の名刺にE-Mailのアドレスを入れ

るのがカッチョいいみたいな感じだけど、そ

のうち「いや～、やっぱ自分でホームペー

ジ持って、名刺にURL入れとかないとね」

なんつーことになったりして……とミーハ

ーサーファーとしては妄想で頭が膨らむの

であった。

なんと1日55円？

このほかにも面白そうなサービスはたく

さんあるが、ここは「プロバイダー特集」

のほうにまかせておいて、アクセスブランチ

のところを見ると、よしよし、ちゃんと

電話でたのんでから1週間ほどでパンフレットが届
いた。

無料で自分のWWWホームページが持てるぞ。

パーソナルMOSAIC登録サービス：BEKKOAMEがやっている
個人のWWWホームページを置かせてくれるサービス。

HTMLファイル：WWWを記述するHTMLという言語で書いた
ファイル。ここではWWWのホームページのことをいっている。

専用線：プロバイダーと利用者の間を公衆回線で間欠的に結ぶ
のではなく、24時間接続したままの回線で接続すること。専用
線で接続すれば、継続的に同じIPアドレスを割り当てられるの
で、WWWサーバーなどを設置できる。

URL：Uniform Resource Locatorsの略。インターネット上のア
ドレスを統一して表記する方法で、たとえばWWWなら
http://……、FTPならftp://……となる。

アクセスブランチ：プロバイダーが各地においている接続ポイン
ト。利用者には、ここに電話をかけて接続する。noc、アクセス
ポイントなどとも呼ばれる。
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INS64が東京・横浜などに用意されている。

いくらアナログ回線で28800bpsが使えると

かいわれてもね～、ノイズもあるしさ……。

先月までの苦い経験をついつい思い出し

てしまう私である。

さてさて次は問題の料金をチェックだ。

利用料金表によれば、「パソコン通信接続、

UUCP接続、ダイアルアップIP接続」とも

に「初回登録費用＝10,000円」、「年会

費＝20,000円」で「年会費以外の、月単

位や、アクセス時間単位などの稼金（原文

のまま）は一切ありません」とはっきり書

いてある。おお、これはいいぞ！　なんた

って年間2万円ってことは、1カ月当たり

1666円、1カ月30日とすると、なんと1日

55円（いずれも小数点以下切捨て……お

いおい）で使い放題ってことになる。もう

さっぱり初回登録費用と電話料金のことは

忘れている私である。

さらに、「上記サービスを同時に複数申

し込まれる場合は、1サービス追加につき、

年会費が10,000円増となります」というこ

とだから、例えばUUCP接続とダイアルア

ップIP接続を同時に申し込んでも年間3万

円……これはおいしいかも？　というのは、

ダイアルアップIPでE-MailだとかNetNews

なんかを見てると、どんどん時間がたっち

ゃう。その間、しっかり課金されてたりす

ると、結構な金額になるわけよね。だから、

ウェブ系はダイアルアップじゃないと無理

としても、それ以外をUUCP系で……とい

うのが賢いのかもしれない。う～ん、これ

ってアタマいいかもしれない……と考えて

しまう。

仮IDで本チャンID設定

結局、今回もやっぱしダイアルアップIP

だけにすることにして、「ご契約申し込み

書」に挑戦。とはいっても、これが気抜け

してしまうほど簡単。名前、住所、生年月

日、電話とFAX、「お申し込みサービス品

目」、「通信に用いる（予定の）コンピュー

タ名」と「現在、お持ちの環境でパソコン

通信はできますか？」という質問に答える

だけ。これならウドにもできそう。あ、も

ちろん印鑑を押す場所があるので、これだ

けは忘れないように……。

必要事項を記入して、同封の封筒（さ

すがに切手は貼ってないぞ）に入れて返送。

そして待つことおよそ10日間（これが一番

問題だよね～。もちっと速くしてくれると

文句ないんだけどな～）、ある日家に戻っ

てくると「お待ち～」のBEKKOAMEから

の封筒が！

中には「ユーザー名、パスワード、ドメ

イン名の設定」と「設定方法の手順」、

「ご入金先」について書いてある紙と請求

書が入っている。まずは「ユーザー名……」

の項目を見てみると、「24時間お気軽に設

定いただける」「パソコン通信による完全無

人設定」のためのBBSのお知らせが……。

でも、ちゃんと問い合わせ用の電話番号

も書いてある。よしよし。

さて、これは後で分かってくるのだが、

ダイアルアップIP接続のユーザーに対して、

BEKKOAMEではドメイン名をユーザーの

星座名にするように推奨（決して強制では

ないようだ）してて、BBSでは同じ星座で

同じユーザー名の人がいないように自動チ

ェックするのだ。水瓶座生まれの場合は

「murano@aquarius.bekkoame.or.jp」と

いうことになる。ふ～ん、ちょっとオシャ

レじゃん……とは思うが、自分の星座のち

ゃんとした英語名ってのを知っている人っ

て多いんだろうか？　余談だが、UUCP接

続のユーザーの場合は、ドメイン名を適当

なものにできるようで、例えば「tottemo

@oishii.bekkoame.or.jp」なんてのもいい

みたい（マジ？）。

さて、続いて読んでみると「実運用は、

ここでお決めいただいたユーザー名、パス

ワード、ドメイン名を用いて、ご入金確認

後約1週間程度で開始することができます。

ですので、ご入金をすまされましてから

少なくとも1週間以内に、ユーザー名、パ

スワード、ドメイン名を決定、登録してお

いてください。（この設定作業は、ご入金

に関係なくただちに開始することができま

す）」とある。

年会費20,000円ということは、ひと月1666円、1
日55円。これは安いぞ。

申し込み書を送ってから10日ほどで、仮IDとパス
ワードが届いた。

ドメイン名：インターネットに接続されたコンピュータのグルー
プをあらわす名前。通常、会社や会社内の組織を表す。

プロバイダー
探検隊
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なんだかちょっと混乱するが、「要するに

ここでいろいろ設定して、翌日にでも振り

込みをしておけばいいんだろう」と理解し

てしまうことにして、「設定方法の手順」

に書かれている仮IDと仮パスワードを使っ

て登録用のBBSにアクセスすることにした。

お知らせはちゃんと読むべし

設定方法の手順に従ってBBSの中に入

って、一通り内容を読む。

契約したサービスの確認の後、環境設定

に入り「必ずお読みください」を読んでみ

ると、ユーザー名、パスワード、ドメイン

名などについての説明があった後……

この登録は、最初の登録日時から、４８時

間後に自動的にＢＢＳアカウントとして本登

録されます。（ご入金の確認とは無関係に行

なわれます）

＜中略＞

ユーザ名などが本登録された後は、（ご入金

をされていなくとも）本登録されたユーザ名

とパスワードを使って、ＢＢＳに対してログ

インすることができます。逆に、仮ユーザ名

や仮パスワードは消滅します。

それ以後は、ご入金確認後、システム管理

局側のネームサーバーへの登録作業や、コミ

ュニケーション・サーバーへの登録作業の終

了を待って、ダイヤルアップＩＰ接続の実運

用となります。

……ということだから、この間にBBSで

いろいろとインターネットの利用方法につ

いて勉強することができる（ただし、48時

間以内であれば仮IDと仮パスワードを利用

し、それ以降は先ほど自分で決めたIDとパ

スワードを使うことになる）というわけだ。

さて、もう1つ重要な部分がある。

なお、ダイヤルアップＩＰ接続などの実運用

開始のご案内、および諸設定に必要な情報

は、ご入金確認後約７日でＢＢＳ上でメー

ルにてアナウンスされます。

つまり、自分のアカウントが実運用にな

ったかどうか（このBBS以外のIP接続が可

能かどうか）というのは、振り込みしてか

らちょくちょくここのBBSにやってきて、

センター側からメールが来てないかどうか

を確認しないと分からない、ということで

ある。ここんとこを忘れると結構辛い思い

をしてしまう。

かくエラソーなことをいっている私であ

るが、ここんとこを見逃してしまい、「ここ

んちはパンフレットもちゃんと送ってきたか

ら、今度も郵政省メールで連絡してくれる

だろう」なんて思い込んでいたために、友

人から「BEKKOAMEってまだつながらな

いの～？」なんていわれ続けて、「いやぁ、

あそこって手続きが遅いみたいよ」なんつ

～失礼なことをいい続けておったという…

…まったく反省モノである。

銀行振り込みにも、ちと注意

設定が終われば次は振り込みだが、ここで

もちょっと注意しないとまずいことがある。

「お振込みの際は、送金者名の後に続け

て、必ず、お客様の仮ユーザー名を併記く

ださいますよう」とのこと。しっかり「キ

ャッシュカードによるお振り込みは、仮ユ

ーザー名を併記できませんので、現金振込

みにてお願いいたします」と書いてあるの

で、ちゃんと自分の仮ユーザー名（私の場

合は5桁の数字だった。こんなんで大丈夫

かなとは思うが……）を自分の名前の後に

付けて振り込んだ。

さあ、後は実運用のメールを待つばかり

だ。前に書いたように、お馬鹿な私は「ま

だかな～」と毎日家に帰ってくるたびに郵

政省メールボックスをのぞいていたのだが、

ある日、同じころに申し込みをした友人か

ら「メールが来てたよ～」という電話をも

らい、あわててBBSにアクセスしたところ、

来てましたヨ、「ご利用のご案内」が！

このメールには、ダイアルアップIP接続

のアクセス回線番号やドメイン名、E-Mail

アドレスなどとともに、BEKKOAME

/INTERNET側のサーバーアドレス、ネー
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BBSでユーザー名、パスワード、ドメイン名を設定
したら、銀行に行ってお金を振り込む。

実運用開始は郵政省メールでくると早トチリし、失
礼な言動があったことをおわびします。

サーバーアドレス：ネームサーバー、メールサーバー、ニュース
サーバーなどのアドレスのこと。
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ム情報などがきちんと書いてある。前に書

いたように、最初に届けられるドメイン名

はダイアルアップIP接続の場合、「ppp.

bekkoame.or.jp」となっていて、「星座に

よる割り振りをお薦めします」ということ

だが、なんか星座の綴りを覚えるのも面倒

（なんつ～怠惰なやつ！）なので、このまま

でいくことにする。

サーバーのアドレスも分かったので、早

速MacPPPとかの設定を……とは思った

が、この際だからBBSの中身をちょっと見

ることにする。

BBSの「FAQ」はいまいちだ

メニューは「BEKKOAME/INTERNET

からのお知らせ」「目安箱」「インターネッ

ト」「おすすめボード」「パーソナル

MOSAICの広場」「ソフトウェア」「フリー

トーク」「コンピュータ」という具合に分か

れている。とりあえず、いろいろのぞいて

みると、初心者が苦労さんたんたる有り様

をいろいろ書いている。それに親切にフォ

ローしている人もいるという具合で、まぁ、

これはどこでも同じだ。

アクセスポイントも、震災の影響とかで遅

れたこともあったようだが、とりあえずISDN

回線増加の傾向が見えて、よろこばしい。

問題だと思ったのは「インターネット」

の下にある「インターネットFAQ集」とい

うやつ。私が思うに、「FAQ」というのは

「初心者の誰もが経験するような疑問に対

するお答え」というやつを誰もが簡単に、

しかもケースごとにまとめておかないと役に

たたないんじゃないの？　で、実際はどう

かというと、まるで普通の「Q&A」みたい

になってて、しかも「○○が分かりません」

とか「動きません」とかいう疑問にシステ

ム管理者側が応えきれてないと、「わたしも

同じだよー」とか「それはおかしいですね」

とか、同調するユーザーがコメントを付け

てきて大混乱。う～ん、これはどうかねー。

別に「インターネット・ビギナーコーナー」

というのもあって、ここでも同じようなメ

ッセージが交換されているからややこしい。

やっぱしここんとこは、大変かもしれな

いけど、システム側が強権を発動して

「FAQ」については書き込み禁止にしちゃ

って、「目安箱」だとか「ビギナーコーナ

ー」みたいなところに寄せられた質問につ

いての回答を編集するとか、ちゃんとやら

ないと駄目かもなんじゃないかな～。まあ、

手間がかかるのは分かるし、ユーザーサポ

ートの人にはご同情申し上げちゃうけど、

システムを作らないと、いつまでたっても

同じ質問がくるのは分かってるわけだから

ねぇ……なんちて、エラソーなこといえた

もんではない私ではある。

ユーザー制作のホームページに
注目だ

とりあえず必要な情報は全部分かったの

で、メールをプリントアウトしてから設定

にかかることにする。

いつもと同じように、まずはMacTCPの

設定。これは先月も説明したけど、「More」

のところをクリックすると出てくるウィンド

ウ【図1】で「Server」のラジオボタンを

設定し、「Class」は「C」、「Domain

Name Server Information」の下にある

「Domain」に「ppp.bekkoame.or.jp」と

入れる。「IP Address」は「202.11.252.2」

だ。ここを「Default」にしておく。

次に「Config PPP」の設定。これは最

初のウィンドウ【図2】では「PPP Server

Name」に「Bekkoame」とタイプし、

「Port Speed」はINS64の場合「38400」、

「Flow Control」は「CTS & RTS（DTR)」

にして、「Tone」か「Pulse」は自分の電

話回線に合わせて設定する。電話番号も最

寄りのアクセス回線番号を入力し、

「Modem connect timeout」はここで設定

した数字より若干長めに設定したほうがよ

いんじゃないかと思う。

さて、前回のRIMNETの設定では

「Au t h e n t i c a t i o n . . .」をさわらずに

「Connect Script...」をクリックして入力し

たが、今回はその逆。「Authentication...」

をクリックすると別のウィンドウ【図3】が

FAQ：Frequently Asked Questionの略。よく聞かれる初歩的
な質問をまとめ、それに答えをつけたもの。

Class：IPアドレスのClassのこと。ネットワークに接続できる
コンピュータの数によって、AからCまである。

Default：MacTCPのDomain Name Server Information設定画
面にあるラジオボタン。複数のドメイン名情報を入力したときに
設定する。

CTS&RTS（DTR）：モデムとデータのやりとりをするとき、そ
の流れを制御する方法の1つ。

メールには、TCP/IPドライバーの設定方法などが
書かれているので、プリントしておこう。

プロバイダー
探検隊
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開く。

ここで「Auth. ID」には自分のIDを、

「Password」にはパスワードを入力する。

「Retries」は10くらい、タイムアウトは図

の数字より、もっと長めのほうが安全だ。

これが設定し終わったら「OK」をクリック

して、ドライバ関係の設定はオシマイ、と

いうことになる。

このほかのアプリケーションの設定とし

ては、Eudo r a - J の設定で必要になる

「 P O P / S M T P サ ーバー名 」 は

「ppp.bekkoame.or.jp」、ニュースリーダー

の設定で必要になる「NNTP(News）サー

バー名」は「nntp.bekkoame.or.jp」とい

う具合だ。

最後に日本語表示ができるウェブのブラ

ウザが手に入ったら「DeleGateサーバー」

を「delegate.bekkoame.or.jp:10080」と

設定して「www.bekkoame.or.jp」にアク

セスしてみよう。ユーザーの手によるホー

ムページがずらっと並んで、内容は千差万

別だけど「見てるだけじゃ楽しくないぞぉ

～」という雰囲気が伝わってくる。最近は

いろんなプロバイダーがユーザーにWWW

のホームページを提供するようになってい

るので、今後の展開が楽しみ！　というこ

とで、来月はマッチベターのココロだ。

そのうち、アキバあたりにこんな客引きが出てくる
かも？

Eudora-J：Macintoshで多く使われている電子メールソフト。
日本語が使用できる。

POP/SMTPサーバー：POPサーバーは、遠距離からアクセスし
てメールを読むときにアクセスするサーバー。SMTPサーバーは、
メールを送信するときにアクセスするサーバー。POPおよび
SMTPはそのときに使うプロトコルの名前。

NNTP（News）サーバー：NetNewsの記事を提供するサーバ
ー。NNTPサーバーに問い合わせるとNetNewsの記事を入手で
きる。

DeleGateサーバー：WWWサーバーとWWWクライアント間で、
漢字コードの変換をするサーバーのこと。WindowsやMacintosh
のクライアントのときに使用する。

図1

図3図2

●上の電話番号はISDNの場合です。
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